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環境省 信越自然環境事務所、林野庁 中部森林管理局、長野県、新潟県、富山県、山梨県、岐阜県、静岡県、伊那市、上松町、辰野町、箕輪町、飯島町、南箕輪村、中川村、木曽町、長野市（茶
臼山動物園）、飯田市（飯田市立動物園・飯田市美術博物館）、那須どうぶつ王国、（公財）日本自然保護協会、（公財）日本鳥類保護連盟、（公財）日本野鳥の会、（公社）日本動物園水族館協会、（公
財）東京動物園協会、（一社）駒ヶ根観光協会、宮田村観光協会、伊那谷自然友の会、信州豊かな環境づくり県民会議、中央アルプス地区山岳遭難防止対策協会、南信州山岳ガイド協会、信
濃毎日新聞社、朝日新聞 長野総局、産經新聞社 長野支局、中日新聞社、毎日新聞 長野支局、読売新聞 松本支局、長野日報社、NHK長野放送局、SBC信越放送、NBS長野放送、TSBテレビ信州、
abn長野朝日放送、長野エフエム放送、エコー・シティー駒ヶ岳、大町市有線放送電話農業協同組合、㈱五竜（白馬五竜高山植物園）、中央アルプス観光㈱、本坊酒造㈱、宮田観光開発㈱、南信州ビー
ル㈱   （順不同）

後　援

主　催 第 20 回ライチョウ会議 長野県駒ヶ根・宮田大会実行委員会
（大会長：駒ヶ根市長、副大会長：宮田村長、  実行委員長：中村浩志、実行委員：駒ヶ根市、宮田村、市立大町山岳博物館）

〜中央アルプスのライチョウ復活を目指して〜

長野県
駒ヶ根・宮田

大会

第20回

長野県地域発元気づくり支援金活用事業

小・中学生から一般の方まで
どなたでもお気軽に

対 象

指 定 記 念

2022

109 11
火

10
月日

今から半世紀ほど前に絶滅したとされていた中央アルプス
のライチョウ。ところが2018年７月、登山者により木曽駒ヶ岳
で１羽の雌が確認されました。
これをきっかけに、環境省を中心として、中央アルプスの
ライチョウ復活プロジェクトが始動！乗鞍岳から引っ越し
した３家族は無事に育っており、これらの個体による繁殖
が期待されています。

この大会を通して地元の皆さん、特に子どもたちに、
ライチョウや中央アルプスの魅力を知って
いただければと思います。

駒ヶ根市文化会館  大ホール13:30〜16:30時間 場所
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中央アルプス木曽駒ヶ岳周辺9:00〜17:00時間 場所 ※東武トップツアーズの
　募集型企画旅行です

募集人員
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〈  エクスカーション 〉
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新型コロナウイルス感染防止の観点から内容が変更になる場合がございます。

お申し込みは特設サイトから

https://raicho2021.com第 20回ライチョウ会議 検索

定員に
なり次第

締切

ご予約は
WEB

申込のみ

申込
期間

参加無料
シンポジウム・専門家会議 ライチョウ観察会は

有料となります

10:00 18:00
18

月 510
水

会場近くの宿泊予約もコチラから

【新型コロナウイルス感染防止対策】

・新型コロナウイルス感染防止対策のため、来館時
のマスク着用・手指消毒にご協力ください。

・発熱等風邪症状のある方は来場をご遠慮ください。

・当日会場入口にて検温させていただき、37.5℃以
上の発熱がある方は、入場をお断りさせていただ
きます。

・申し込みにより提供いただいた個人情報について
は、基本的に本事業以外の目的で利用または提供
することはありませんが、新型コロナウイルスに
関する調査等のために、必要に応じて保健所等の
公的機関に提供されることをご了承ください。

詳しくはウラ面へ
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至 中央アルプス
駒ヶ岳ロープウェイ

駒ヶ根
バスターミナル

駒ヶ根市文化会館2日目

長野県駒ヶ根市上穂栄町 23-1 TEL.0265-83-1130（代）

〈電車〉JR 飯田線「駒ヶ根駅」より徒歩約 7 分
〈高速バス〉「駒ヶ根バスターミナル」より徒歩約 3 分

中央自動車道「駒ヶ根 I.C」より約 5 分

公共交通機関で

お車で

菅の台バスセンター
長野県駒ヶ根市赤穂 759-448 TEL.0265-83-3107（代）（中央アルプス観光）

〈電車〉JR 飯田線「駒ヶ根駅」より路線バスで約 12 分
〈高速バス〉「中央道駒ヶ根インター」停留所下車、

　　　　　 路線バスで約 5 分

中央自動車道「駒ヶ根 I.C」より約 5 分お車で

公共交通機関で

1日目

3日目

「ライチョウを通して中央アルプスの自然を学ぼう」

コーディネーター：中村浩志ディスカッション

❸ 演題「中央アルプスにおけるライチョウ保護増殖事業の
　　　   成果と展望」

❷ 演題「集団登山で西駒に登った喜びで」

❶ 演題「ライチョウってどんな鳥？」

記念講演

10/9 日

13:30～16:30

公開シンポジウム
会  場 駒ヶ根市文化会館 大ホール

問い合わせ先

〒399-4192 長野県駒ヶ根市赤須町 20-1
駒ヶ根市役所 民生部 生活環境課 環境保全係
TEL.0265-83-2111（内線 541）　FAX.0265-83-1278
E-mail：kankyo@city.komagane.nagano.jp

定員 約500名

12:30開  場

聴講者の方のご質問に講師のお二人がお答えします

講師：小林篤氏（環境省信越自然環境事務所）

講師：伊藤一幸氏（元神戸大学教授・宮田村教育委員）

講師：小林篤氏（環境省信越自然環境事務所）

無  料要予約

伊藤 一幸 氏

小林 篤 氏
記念講演❶❸講師

記念講演❷講師

親子で！お友達と！
お気軽に

ご参加ください♪

専門家会議
ライチョウの研究者によるライチョウの生息状況調査結果（生息域内保全）や、動物園での
飼育経過（生息域外保全）について、専門家らが報告し、情報共有・意見交換を行います。

問い合わせ先
〒399-4301 長野県上伊那郡宮田村 98　宮田村産業振興推進室
TEL.0265-85-5864　FAX.0265-85-4725
E-mail：sangyo@vill.miyada.nagano.jp

会  場 駒ヶ根市文化会館 大ホール10:00～16:30

定員 約300名

9:00開  場

無  料要予約

10/10月・祝

全企画、小・中学生から一般の方までどなたでもご参加いただけます

ライチョウ観察会
会　　場 中央アルプス木曽駒ヶ岳周辺

旅行企画・
実施

東武トップツアーズ株式会社　伊那支店　観光庁長官登録旅行業第 38 号

〒399-4431 長野県伊那市西春近 2916-1　TEL.0265-72-3103　FAX.0265-73-9546
【営業日】平日（土日祝日休業）　【営業時間】9:30〜17:30　【総合旅行業務取扱管理者】経田 寛

当コースは当広告からのお申し込みは承っておりません。
特設サイトからお申し込みください。

集　　合 菅の台バスセンター 集合 8:30（9:15 発の路線バス乗車予定）

9,600円（税込）旅行代金

野生復帰事業が展開されている中央アルプスで、復活した野生のライチョウたちを
観察してみませんか？ライチョウの専門家が案内いたします。
●ロープウェイを降りた後、登山道を登りますので、山歩きのできる装備でお越しください。
●ライチョウの専門家が 2 名、山岳ガイドが 2 名つきます。
※天候等により催行できない場合があります。※自然条件により、ライチョウ観察ができない場合があります。

予めご了承の上、参加ください。なお、観察ができない場合でも、返金はございません。

〈 エクスカーション 〉

往復交通費（路線バス、ロープウェイ）、軽食代、ガイド代含む

※東武トップツアーズの募集型企画旅行です3日目

1日目

2日目

10/11 火

 9:00～17:00
集合 8:30、

解散 17:00 予定

募集人員 24名
（最少催行人数16名）
添乗員は同行しません

有  料要予約

会場までのアクセス

隣接の駒ヶ根市地域交流センターで別イベントが
開催されるため、駐車場の混雑が予想されます。
大変恐れ入りますが、ご来場の際は、公共交通機関
ご利用のご協力をお願い申し上げます。

当日の
駐車場情報は
こちら


